
15 － 30
17 － 21
18 － 27
15 － 22

－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 17 2 4 3 4 ◎ 4 36 2 10 10 1
○ 5 12 1 3 3 1 ○ 5 4 0 2 0 3
○ 6 6 2 0 0 3 ○ 6 21 0 10 1 2
○ 7 8 2 1 0 4 7 4 0 2 0 0
○ 8 11 1 4 0 2 8 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 1 9 5 1 1 0 0
10 0 0 0 0 0 ○ 10 1 0 0 1 1
11 0 0 0 0 1 11 5 0 2 1 3
12 4 0 2 0 1 ○ 12 10 0 5 0 2
13 5 1 1 0 0 13 0 0 0 0 2
14 0 0 0 0 0 14 6 0 3 0 0
15 2 0 1 0 0 15 8 0 4 0 2
16 16
17 17
18 18

65 9 16 6 100 3 39 13
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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戦　　評

記載者 碇　啓二 （所属）佐賀県バスケットボール協会

コート狭しと走り回る全員バスケットの大阪代表の大塚とクレーバーなバスケットを展開する埼玉
代表の春日部との対戦。大塚の持ち味が発揮できず100対65で春日部が勝利した。第１Ｐ、両チーム
ともハーフコートマンツーマンでゲーム開始。春日部は＃6春本のシュートで先制。＃4金子の３
Ｐ、＃4由良のドライブシュートなどで得点する。30対15春日部リードで第２Ｐへ。第２Ｐ、大塚は
＃8横田の３Ｐで追い上げを図るが、春日部は＃4金子の３Ｐ、＃6春本のリバウンドシュートなどで
点差を広げる。51対32春日部リードで後半へ。第３Ｐ、大塚はオールコートマンツーマンを敷き、
＃7木田の３Ｐ、＃5山田の速攻で得点するが、春日部＃４金子のドライブインシュート、３Ｐなど
で、点差を広げられる。78対50春日部リードで第４Ｐへ。第４Ｐ、大塚は＃6南本の３Ｐ、＃8横田
のシュートなどで追い上げを図るが得点が伸びない。春日部は＃12新田のアシストによる＃5橋本の
シュートや、＃14白石のゴール下シュートなどで得点を重ねる。100対65の35点差で春日部が勝利し
た。
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